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第１章 基本的事項 

 計画策定の趣旨 

本計画は、「震災廃棄物対策指針（環境省大臣官房

廃棄物・リサイクル対策部、平成26年3月）」（以下、

「災害廃棄物指針」という。）の改定を受け、射水市

地域防災計画（以下、「地域防災計画」という。）及

び富山県災害廃棄物処理計画に基づき、想定される災

害廃棄物の円滑な処理を行うために必要な事項を示す

計画です。 

 

 計画の位置付け 

本計画は、災害廃棄物指針に基づき策定するもので

あり、地域防災計画と整合をとり、適正かつ円滑に災

害廃棄物の処理を実施するため、担当部署等の具体的

な業務内容を示すものです。 

 

 対象とする災害、災害廃棄物 

地震災害については、地域防災計画で想定されてい

る「呉羽山断層帯地震」、「跡津川断層帯地震」及び

「法林寺断層帯地震」の３断層帯地震を対象とします。 

 

第２章 組織体制と協力支援体制 

 災害廃棄物対策に係る組織体制 

本市で災害が発生、または発生する恐れがあるとき

は、市役所本庁舎に災害対策本部を設置します。 

本市における災害廃棄物については、市民生活部長

が統括する市民生活部住民衛生班が対応します。 

 

◆災害廃棄物処理対応組織の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆災害廃棄物処理における業務概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県や他の機関との協力支援体制 

災害廃棄物処理にあたっては、本市に処理責任があり

自らが行うのが原則になりますが、通常時起こり得るや

や大きめな規模の災害を超えた場合、県へ連携・協力し

つつ、適切に役割を分担して取り組む責務があります。 

災害時の応援協定等については、下図の通りとします

が、近年の災害における教訓・知見によって定期的に内

容の確認と見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 災害廃棄物の処理(災害対応) 

 災害廃棄物の処理 

(1) 災害廃棄物、し尿及びごみ等の処理目標 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 災害廃棄物の処理の方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 処理フロー（イメージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 し尿処理 

災害時には、公共下水道等の生活排水処理施

設が使用できなくなることが想定されるほか、

避難所から発生するし尿に対応するため、生活

排水処理施設の被災情報や避難者数を把握の上、

優先順位を踏まえて仮設トイレを配置し、あわ

せて計画的な収集体制を整備します。 
 

 生活ごみ等(避難所ごみ)の処理 

避難所ごみを含む生活ごみは、やむを得ない

場合を除き、クリーンピア射水にて処理を行う

こととし、仮置場に搬入しないこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 思い出の品 

思い出の品や貴重品は、保管場所の確保を行

い、ルールにのっとり、回収・清潔な保管・広報・

返却等を行います。 

 

 許認可の取扱い 

 処理事業費の管理(財産管理) 

 

第４章 計画の見直し、内容の追加・修正 

 計画の見直し、内容の追加・修正 

地域防災計画に基づき、庁内の関連部と調整

をとりながら、定期的に計画を更新することと

します。 

 職員への教育 

災害廃棄物処理計画の実行性を保つため、計

画の内容について平常時から担当職員を対象と

する研修を行うとともに、計画的に訓練を行い

ます。 

 訓練と計画の見直し 

本計画は、地域防災計画や国の災害廃棄物対

策指針の改定等にあわせて計画内容の見直しを

行います。 

また、訓練で抽出された課題や協定内容の変

更に応じて必要な修正を行います。 


